
 

 

 

変わりゆく東京と杉並 
～人口・土地利用の趨勢予測～ 

 

 

 

本資料は基本構想審議会で「10 年後の杉並区の将来像」を検討するにあたっての

参考資料とするため、最近のトレンドを反映した、2035 年（平成 47 年）までの

東京区部と杉並区、隣接市の人口・土地・建物の変化を予測したものであり、杉

並区については、地域別の状況を把握するため、7 地域別の変化も予測した。尚、

総合計画策定の基礎資料となる各歳別の人口推計については、別途実施する予定

である。 
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第 2 回杉並区基本構想審議会 
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